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提供 HITOWAホールディングス株式会社 サステナビリティ推進部 sustainability@hitowa.com SDGs number    3 5 8 11 12

Action
HITOWAグループのHITOWAグループの
SDGsへの取り組みSDGsへの取り組み

Job Satisfaction

人財育成はHITOWAのサステナブル経営の根幹。社員の

成長や業務を通じた経験価値の向上に伴う満足度や働き

がいが、ユーザーからの信頼につながる。平均残業時間

10.２時間、有給取得率71.8%と働きやすい環境も整備。

多様性・技術向上・イノベーションを通じて生産性を高

め、介護や保育の現場ではDXの取り組みも進める。

働きがい働きがい

Effective Use of Resources

フードサービスでは無駄を排除した献立を考え、食品ロ

スの抑制に努めている。保育園「わらべうた」や「太陽の

子」では、提供する給食を通じた食育によって未来を担

う子どもたちの健康を育む取り組みも。これらの保育園

では子どもたちによる地域の清掃活動の他、シーツの

アップサイクルといった環境に配慮した活動も行う。

資源の有効活用資源の有効活用

Diversity

HITOWAグループの女性管理職比率は38.6％。有料老

人ホーム「イリーゼ」では優秀な女性ホーム長が活躍し、

外国人人財も採用。障がい者雇用に特化した特例子会社

では、入社した障がい者の一年後の定着率100%を達

成。ベストプラクティスとして他社が見学に訪れる。“誰

一人取り残さない”というSDGsの理念の実現を目指す。

多様性多様性

Water Resource

「おそうじ本舗」のエアコンクリーニングで用いるウルト

ラファインバブル機能は、水の使用量を低減できる技

術。「おそうじ本舗」では、カビを抑制する可能性にも着

目。水資源を大切に活用するだけでなく、人体や環境に

も優しい、ウルトラファインバブルを使った新たなサー

ビスの可能性を模索しながら、研究を続けている。

水使用量の削減水使用量の削減

SD
G

s
164

L
earn from

 C
om

panies &
 O

rganizations

事
業
の
多
様
さ
が
反
映
さ
れ
た

多
角
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
計
画

「
ひ
と
の
た
め
に
。
ひ
と
の
力
で
。
と
も
に
明
日
へ
。」

　
こ
れ
は
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
。「
お
そ
う
じ
本
舗
」を
筆
頭
に
し
た
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

業
や
子
育
て
支
援
、介
護
、フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、４
つ

の
事
業
を
展
開
。
保
育
施
設
で
は
乳
幼
児
を
預
か
り
、介

護
施
設
で
は
高
齢
者
を
ケ
ア
。幼
年
期
か
ら
老
年
期
ま
で
、

生
涯
を
通
し
て
人
を
支
え
る「
生
活
総
合
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

で
、人
に
も
環
境
に
も
優
し
い
企
業
を
目
指
し
て
い
る
。

「
サ
ー
ビ
ス
業
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ ₂
は
、製
造
メ
ー
カ
ー

な
ど
に
比
べ
る
と
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ゼ
ロ
ボ
ー
ド

社
の
算
定
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
正
確
に
把
握
し
、削
減
に
努
め
て
い
ま
す
」と
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
担
当
役
員
の
海
藏
寺
京
子
さ
ん
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
Ｃ
Ｏ ₂
を
多
く
排
出
し
て

い
る
の
は
、全
国
に
１
４
０
施
設
以
上
あ
る
介
護
施
設
の

電
力
。
そ
の
解
決
の
一
助
と
し
て
、郊
外
の
介
護
施
設
の

屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
。
ソ
ー
ラ
ー
発
電
し
た
電

気
は
日
常
的
に
使
用
で
き
、災
害
時
に
は
非
常
用
電
源
に

も
な
る
取
り
組
み
だ
。

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
く
こ
と
は
、今
後
、

炭
素
税
や
排
出
量
取
引
な
ど
が
活
発
化
す
る
だ
ろ
う
社
会

に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
す
。
当
社
で
も
１
０
０
以
上
の

保
育
施
設
の
電
気
量
や
、約
２
０
０
０
あ
る
加
盟
店
と
連

動
し
た
取
り
組
み
な
ど
、検
討
す
べ
き
事
項
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
環
境
面
で
は
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み
を
具
体

的
に
示
す
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
と
い
う
枠
組
み
に
賛
同
し
た
他
、IS 

O
14001

に
基
づ
い
た
環
境
を
意
識
し
た
事
業
運
営
を
行 

っ
て
お
り
、第
三
者
機
関
か
ら
認
証
も
取
得
し
て
い
ま
す
」

　
靴
や
鞄
の
修
理
を
行
う「
靴
専
科
」は
リ
ユ
ー
ス
を
促
進

す
る
サ
ー
ビ
ス
。
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う「
お
そ

う
じ
本
舗
」は
エ
ア
コ
ン
掃
除
で
効
き
を
よ
く
す
る
こ
と

に
よ
り
家
庭
の
電
力
使
用
量
を
削
減
。
訪
問
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
の「KEiRO

W

」で
は
、嚥
下
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

で
高
齢
者
の
健
康
を
促
進
す
る
な
ど
、事
業
そ
の
も
の
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　
人
の
手
を
介
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ａ
グ
ル
ー
プ
に
集
う
社
員
は
、社
会
貢
献
性
の
高
い
仕
事

に
意
義
を
感
じ
て
い
る
。
人
や
環
境
へ
の
思
い
や
り
や
社

会
課
題
と
向
き
合
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
、超
少
子

高
齢
化
で
生
じ
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
日
常
の
業
務
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
意
識
す
る
程
度

は
社
員
に
よ
り
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、自
身
の
仕
事

に
一
生
懸
命
向
き
合
う
こ
と
は
自
ず
と
社
会
を
良
く
す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
介
護
施
設
や
保
育
所
、給
食

提
供
施
設
な
ど
を
含
む
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
活
躍
す
る
社

員
が
、“

自
分
の
仕
事
が
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
る”

と
実

感
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
も
ち
ろ
ん
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
は
、社

員
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。

「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
社
員
が
誇
り
と
や
り
が
い

を
持
っ
て
幸
せ
に
働
く
こ
と
が
利
用
者
の
方
々
の
感
動
や

満
足
に
つ
な
が
り
、さ
ら
に
そ
の
家
族
で
あ
る
働
き
世
代

が
、安
心
し
て
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
れ
ば
、家

族
み
ん
な
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
環
境
の
実
現
に
も
波
及
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
は
、多
く
の
方
の

幸
せ
へ
循
環
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

人を支えるのは、人の手の温もり。少子高齢化で多様な社会問題が浮き彫りになる中、
世の中をより良くするために問題解決に取り組んでいるHITOWAグループ。

より積極的に動き出したサステナビリティ活動についても詳しく話を聞きました。

text & edit YUKA UCHIDA

人の手で、人の暮らしを支える。人の手で、人の暮らしを支える。
HITOWAの目指す持続可能な社会。 HITOWAの目指す持続可能な社会。 

With People

1997年設立。社名に込められているのは「人」「和・輪」「永
遠（とわ）」といった意味で、「感動と満足」の提供を命題に、
人の手を介した生活総合支援サービスを展開する。ライフ
サポート事業の「おそうじ本舗」。靴や鞄をリペア・メンテ
ナンスする「靴専科」。保育園「わらべうた」「太陽の子」。
こども英語「ふぁんばりん」。有料老人ホーム「イリーゼ」。
訪問鍼灸マッサージ「KEiROW」。給食サービス「すまい
みーる」「MY PANTRY」など。他に「楽ラクーン」「Kids 
Connect」などシステム開発も行う。

かいぞうじ・きょうこ / 慶應義塾大学理
工 学 部 卒 業。2021年、HITOWAホ ー
ルディングス入社。経営企画部長やサス
テナビリティ推進部長を経て、2024年
3月よりHITOWAホールディングス執
行役員に就任。経営企画本部長として経
営企画、財務・経理を担当し、サステナ
ビリティ推進担当役員も務める。

HITOWA グループ サステナビリティ推進担当役員
海藏寺京子

社
会
貢
献
性
の
高
い
事
業
に
集
う
社
員

社
会
貢
献
性
の
高
い
事
業
に
集
う
社
員

彼
ら
の
働
き
が
い
が
社
会
を
明
る
く
す
る

彼
ら
の
働
き
が
い
が
社
会
を
明
る
く
す
る




